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9．音声レポート作成装置による心筋，心プールシンチ

　　グラムのレポート作成の研究
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　音声レボート作成装置による報告書の作成については，

いくつかの報告があり，当科においても，これまでにいく

つかの研究報告をしてきた．今回はとくに核医学領域の

中でも検査の多い心筋，心プールシンチグラムの報告書

作成について，検討を加えた．装置は富士通FMR60HD

コンピュータと音声入力装置F2361Aを基本に，ディス

プレイ，プリンタ，マイクなどから構成されている．最

大で3000語を登録できる．用語は基本，自由，専門分

野にわけて登録するが，心筋シンチグラムでは30個の

の文章と語，心プール検査では25個の文章と語の登録

で，ほぼ大部分の報告書作成に対応可能と考えられた．

文章中には選択可能な単語を列記することも容易であり，

使用者の使いやすいように文章および単語を自由に登録

することが容易であるので，各施設で適したシステムを

作成することができる．報告書のファイルもできる機能

があるので，有用な装置と考えられる．

10．RI心室造影法により房化右室を確認し得たEbstein
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心房系が分離され，3因子では心室系がさらに2因子に

分離されシネモード画像と比較すると，この第3因子が

拡大した右房の下部を示すことから，房化右室を示すも

のと考えられた．

　以上より，RI心室造影法はEbstein奇形の房化右室

の診断に有用であると考えられた．

11・左肺底動脈体動脈起始症の一例一核医学検査所見
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　25歳男性で，健康診断にて左下肺野の腫瘤状陰影を指

摘され，精査および手術により左肺底動脈体動脈起始症

と診断された症例を呈示し，その核医学所見に関して考

察を加えた．

　施行された核医学検査は，まず，99mTc　MAAによる

肺血流シンチであり，左下葉のS6を除いた部位のseg・

mental　perfusion　defectを認めた．次に，81mKrによる

肺換気シンチを行ったところ，同部は完全ではないが

81mKrガスの流入が認められ，換気血流ミスマッチの所

見を示した．crにて強く増強される異常血管が見られ

たので胸部RIアンギオを行ったところ，血流シンチの

欠損部は下行大動脈から血流供給されていた．このよう

な大動脈からの血流供給は肺分画症を示唆するが，これ

は換気血流ミスマッチを示さない．先天性肺動脈欠損は

ミスマッチを示すが，通常右肺に生じ，大動脈血流供給

は著明でない．肺動静脈痩も本症と血行動態は異なる．

以上のように，本症はその病態を核医学検査が良好に反

映していた．

　Ebstein奇形の房化右室を非観血的に画像化するため

にRI心室造影法を行い興味ある所見を得たので報告し

た．

　症例は29歳女性．8年前に心陰影異常の精査目的で，

心エコー図，心内心電図を施行しEbstein奇形の確定診

断を受けている．

　First－Pass法では，右心系の循環時間の延長，著明に

拡大した右房を認め，三尖弁逆流の存在が示唆された．

2因子分析では左右両心室と心房系に分離され，3因子

では，心房系が上大静脈と右心房が分離された．4因子

では心室系が肺動脈と左右心室が分離された．

　Multi－Gate法における2因子分析では左右両心室と

12．Drug　delivery　systemにおける99mTc－MAAの有用
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　今回われわれはリザーバーより99mTc・MAAを注入し

肝への分布と治療成績を比較しその有用性につき検討し

た．対象は原発性肝癌7例，転移性肝癌3例であった．

治療効果は固形癌判定基準をもとにして行った．

　結果　PDとなった3例はRIの分布が不均等かA－P

シャントにより肺への集積がみられた例であり，一方肝
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